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要 約

4歳11カ月齢の雑種猫、去勢雄が食欲不振と呼吸困難を主訴に近医を受診した。対症療法を行うも改善せず、
精査を希望して帯広畜産大学動物医療センターを紹介受診した。いびき様呼吸音（stertor）、頭部X線検査から
鼻腔および鼻咽頭領域の疾患を疑い、頭部CT検査および組織生検により鼻咽頭道に発生したリンパ腫と診断し
た。症例は抗がん剤治療に良好に反応し、治療終了後2年経った現在まで臨床症状の再発は認められていない。
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猫においてリンパ腫は最も高率に発生する腫瘍であり、
消化器型、縦隔型など様々な解剖学的分類が存在する［1］。
鼻腔領域に発生するリンパ腫は少なくないものの、鼻咽
頭領域に発生するリンパ腫は鼻腔と比較し少数であるこ
とから、その情報は限られている。今回、各種検査によ
り鼻咽頭疾患を疑い、CT検査および組織生検により鼻
咽頭道に発生したリンパ腫と診断した猫の症例に遭遇し
たため、その概要を報告する。

症 例

症例は4歳11カ月齢の雑種猫、去勢雄。数日前からの
食欲不振、呼吸困難を主訴に近医を受診した。対症療法
を行うも改善せず、鼻汁、鼻出血を認めたことから精査
を希望し帯広畜産大学動物医療センターを紹介受診した。
本学来院時（第1病日）の体重は7．3kg、体温は39．1℃、

心拍数は128回であった。一般身体検査では体表リンパ
節の腫大は確認されず、鼻汁は観察されなかったが、呼
吸時に“ズーズー”といういびき様呼吸音（stertor）
が聴取された。X線検査では胸部、腹部ともに明らかな
異常はみられなかったが、頭部において鼻咽頭道および

左鼻腔内の不透過性亢進が観察された（図1）。また、
腹部超音波検査、血液検査、血液化学検査では特筆する
異常はみられず、猫白血病および猫エイズウイルス検査
（SNAP FIV/FeLV Combo Test：IDEXX、東京）は
陰性であった。以上より鼻腔、鼻咽頭領域での異常を疑
い、飼主の希望により無麻酔で頭部CT検査を実施した。
CT検査では鼻咽頭道に充満する16×17×5mmの比較
的境界明瞭な軟部組織が認められ（図2）、一部は腫瘤
背側の鋤骨を破壊し、鼻腔内への伸展がみられた。また
鼻汁と思われる軽度の液体貯留が観察された。
以上の検査結果から、鼻咽頭領域の炎症性疾患または

腫瘍性疾患が疑われるものの、確定診断には鼻咽頭道内
の腫瘤性病変に対する組織生検が必要であることを説明
し、同意が得られたため第7病日に全身麻酔下で生検を
実施した。全身麻酔は前投与にブトルファノール（ベト
ルファール5mg：Meiji Seikaファルマ、東京）0．2mg
/kg IVを使用し、プロポフォール（プロポフロ28：ゾ
エティス・ジャパン、東京）6mg/kg IVにて導入、挿
管後イソフルラン（イソフル：ゾエティス・ジャパン、
東京）にて維持した。生検は外鼻孔より直径4mmのプ
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ラスチックストローを腹側に沿わせて腫瘤部まで挿入し、
陰圧をかけ組織を採材した。得られた組織のスタンプ標
本では鼻粘膜細胞とともに幼若なリンパ芽球が散見され
（図3）、病理組織学的検査ではリンパ腫と診断された。
免疫染色により腫瘍細胞がCD20抗体陽性であったこと
からB細胞性と考えられた（図4）。以上より鼻咽頭道

に発生したB細胞性リンパ腫と診断した。

治療および経過

リンパ腫に対する治療として抗がん剤治療を提示した
ところ、同意が得られたため、第8病日にL－アスパラ
ギナーゼにより導入後、第15病日よりCHOP療法を開

図1．症例の頭部X線写真（a：横臥位、b：伏臥位）。鼻咽頭道（a）、
左鼻腔内（b）の不透過性亢進が観察された（矢印）。

図2．症例の頭部CT画像（a：矢状断面、b：横断面、c：背断面）。鼻咽頭道内に比較的境界明瞭な軟
部組織が観察され（矢印）、一部は骨を破壊し鼻腔内への伸展が観察された（矢頭）。

図4．生検組織の病理組織所見（HE染色）。大型のリ
ンパ球様細胞の増殖が観察された。Bar＝50µm。
左下はCD20抗体による免疫染色。図3．生検組織のスタンプ標本。大型のリンパ芽球が散

見された（矢印：分裂像）。

2 （468）

北 獣 会 誌 62（2018）



始した（表1）［2］。治療開始後、臨床症状は早期に改善
し、好中球減少により数回の投与時期の延期および薬剤
減量を行ったが、第132病日に治療終了となった。治療
終了時におけるスクリーニング検査において、リンパ腫
の新規病変は観察されず、治療終了後1、3、6、9カ
月後に行った経過観察においても症状の再発および転移
はみられなかった。その後は飼主の希望により来院され
ていないが、治療終了から2年後の聞き取り調査におい
ても一般状態は良好であり症状の再発は認められていな
い。

考 察

猫の鼻腔および鼻咽頭にみられる疾患には、腫瘍、鼻
炎、異物、鼻咽頭狭窄、ポリープなどが知られており、
とくに鼻咽頭ではリンパ腫、鼻咽頭ポリープが好発す
る［3，4］。鼻咽頭疾患では共通していびき様呼吸音（ster-
tor）や鼻汁がみられることが多いが、鼻咽頭ポリープ
は若齢（平均3歳齢）、リンパ腫は中～高齢（平均10．7
歳齢）に好発することが知られている［4］。本症例は4
歳11カ月と比較的若齢で発症しているものの、組織学的
にリンパ腫と診断されており、年齢だけで両者を鑑別す
ることは困難と思われた。また、CT検査において病変
は鼻咽頭道に認められており、鼻咽頭ポリープは耳管開
口部より発生し鼻咽頭後部に形成されるため病変部位が
一致しない［5］。そのため、臨床症状から鼻咽頭疾患を
疑った場合、CTやMRIといった高度画像検査が鑑別に
重要であると思われた。鼻咽頭疾患では内視鏡を用いた

観察と生検を行う方法が知られている［6］。本症例の病
変部位は鼻咽頭の吻側であったことを踏まえ、内視鏡で
の観察は行わず外鼻孔からのストロー生検によって組織
生検を実施した。得られた組織を用いた組織検索によっ
てリンパ腫と診断された。ストロー生検は内視鏡生検と
比較し、より大型の組織が得られるものの、盲目的な穿
刺となるため出血や周囲組織を損傷する可能性がある。
同部位の生検方法にはHydropulsion法による組織採取
やブラシによる細胞診など様々な手法が報告されてお
り［7，8］、適切な生検方法については更なる検討が必要と
思われた。
本症例に対し、CHOP療法を行ったところ早期に臨床
症状は改善し、その後の聞き取り調査ではあるものの治
療終了後2年経過した現在において症状の再発はみられ
ていない。猫の鼻腔リンパ腫では抗がん剤治療、放射線
治療およびその併用が報告されているが、いずれの場合
であっても長期生存が可能とされている［9，10］。猫の上
気道に発生したリンパ腫のうち、鼻咽頭に病変形成がみ
られたものは18～33％と、鼻腔のリンパ腫と比較し発生
が少数とされる［11，12］。そのため鼻咽頭に発生するリン
パ腫の治療反応は不明な点が多いものの、概ね鼻腔内リ
ンパ腫と同様であると考えられる。本症例においても抗
がん剤単独治療で良好な成績が得られていることから、
積極的に抗がん剤治療を行うことで長期生存が得られる
ものと思われた。また、腫瘍の発生部位から早期に臨床
症状が認められた可能性があり、病変が限局している早
期に治療を開始できたことも長期生存に繋がった要因と
思われた。
猫の鼻腔および鼻咽頭には様々な疾患がみられるが、

臨床所見から鼻咽頭疾患が疑われた場合、高度画像診断
および組織検査を実施することで適切な診断と治療を行
うことが重要と思われた。
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表1．使用したCHOP療法プロトコール
（文献2より引用改変）。

Week 薬剤 用量 備考
0 L-asp 400IU/kg SC Pre 2mg/kg SID
1 VCR 0．025mg/kg IV 同上
2 CPA 10mg/kg IV 同 1mg/kg EOD
3 DOX 1mg/kg IV 同0．5mg/kg EOD
4 VCR 0．025mg/kg IV
5 CPA 10mg/kg IV
6 DOX* 0．75mg/kg IV
7 VCR* 0．01875mg/kg IV
8 CPA 10mg/kg IV
9 DOX* 0．75mg/kg IV
10 VCR* 0．01875mg/kg IV
11 CPA 10mg/kg IV
12 DOX* 0．75mg/kg IV

L-asp：L－アスパラギナーゼ、VCR：ビンクリスチン、CPA：
シクロフォスファミド、DOX：ドキソルビシン、Pre：プレド
ニゾロン
＊副作用により一部の薬剤で減量を行った
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